
【事後評価】

北関東自動車道

（伊勢崎～岩舟ＪＣＴ、宇都宮上三川～友部）
い せ さ き い わ ふ ね う つ の み や か み の か わ と も べ
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１．事業の概要（１） 位置図・路線概要
高 速 道 路
国　　　道

北関東道 事後評価区間
西側（伊勢崎～岩舟JCT）

北関東道 事後評価区間
東側（宇都宮上三川～友部）

群馬県 栃木県 茨城県
関越道 東北道

常磐道

茨城港

石岡小美玉 SIC
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◆ 北関東自動車道は群馬、栃木、茨城３県の主要都市と茨城港を結ぶとともに、東京から放射状に伸びる関越道、
東北道及び常磐道と連結して高速道路ネットワークを強化し、更に上信越道、中部横断道と一体となって、東京
から半径１００～１５０km圏を環状に結ぶ路線である。
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笠間PA

壬生PA

太田PA

都賀西方PA

出流原PA

１．事業の概要（２） 事業経緯
高 速 道 路
国　　　道

北関東道 事後評価区間
西側（伊勢崎～岩舟JCT）

北関東道 事後評価区間
東側（宇都宮上三川～友部）

伊勢崎
～太田桐生

太田桐生
～足利

足利
～佐野田沼

佐野田沼
～岩舟ＪＣＴ

宇都宮上三川
～真岡

真岡
～桜川筑西

桜川筑西
～笠間西

笠間西
～友部
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※１：太田ＰＡは事業中 ※２：笠間ＰＡは平成２０年１２月２０日に開通 ※３：端数処理の関係で合計が一致しない

沼 舟 間 部

事
業
経
緯

整備
計画

平成８年１２月２７日 平成８年１２月２７日

施行
命令

平成9年
12月25日

平成10年
4月8日

平成9年12月25日
平成9年

12月25日
平成10年
4月8日

平成9年12月25日

実施計
画認可

平成10年
1月16日

平成10年
4月30日

平成10年1月16日
平成10年
1月16日

平成10年
4月30日

平成10年1月16日

開
通
日

計画
平成20年
3月31日

平成24年3月31日
平成20年
3月31日

平成21年
3月31日

平成20年3月31日

実績

平成20年
3月8日※1

（▲１ヶ月）

平成23年3月19日
（▲１年０ヵ月）

平成22年
4月17日

（▲１年１１ヵ月）

平成20年
3月15日
（▲０ヵ月）

平成20年
12月20日
（▲３ヵ月）

平成20年
4月12日
（＋０ヵ月）

平成19年
11月14日※2

（▲５ヵ月）

事
業
費

計画 ４，１５９億円

実績 ３，６４６億円（▲５１２億円）※3
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計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

事業全体
H23.3.19開通
（▲1年0ヵ月）

平成２３年度
備考

太
田
桐
生
～

足
利

用地収用

土工工事
（大岩TN付近）

▲4ヵ月

トンネル工事
（大岩TN）

▲2ヵ月

舗装・
施設工事

▲6ヵ月

項目
平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

４ヶ月

２ヶ月

６ヶ月

１２ヶ月

１．事業の概要（３） 事業工程の短縮要因（１年以上短縮された区間）

建設発生土の新たな受入先の
確保及び土運搬路の地元の了
解を得られたことにより、土工工
事の早期着手が可能となった。

舗装・施設工事の
工程調整による短縮

契約方式の工夫によりトンネル掘
削工法が変更され、工程短縮と
なった。

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

佐
野
田
沼
～

岩
舟
J
C
T

土工工事
（全体）

▲1年9ヵ月

舗装・
施設工事

▲2ヵ月

事業全体
H22.4.17開通
（▲1年11ヵ月）

足
利
～

佐
野
田
沼

用地収用

落石防護工等
（収用地内）

土工工事
（収用地内）

▲1年0ヵ月

舗装・
施設工事

事業全体
H23.3.19開通
（▲1年0ヵ月）

１２ヶ月

１５ヶ月

６ヶ月

２ヶ月

１２ヶ月

２３ヶ月
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収用委員会に集中審理の申し入れを行
い、収用地の早期明け渡しを実現

舗装・施設工事の
工程調整による短縮新たに市街地内を通過する土運搬に

ついて地元の了解を得ることにより土
工工事の工程短縮が可能となった。

足利～佐野田沼区間において
地元の了解を得られたことにより、
佐野田沼～岩舟JCT区間の土
運搬路が確保され、土工工事
の早期着手が可能となった。



事業費整理

２．事業費の乖離要因

単位：億円

伊勢崎～岩舟ＪＣＴ間 宇都宮上三川～友部間 対象区間計

乖離理由

計画 実績
増減
額

増減
率

計画 実績
増減
額

増減
率

計画 実績
増減
額

増減
率

工費 １,２４０ １,２２１ ▲２０ ▲２% １,２１１ ９７４ ▲２３７ ▲２% ２,４５２ ２,１９５ ▲２５６ ▲１０%

・現地調査結果、詳細設計完了等に伴う減
：▲１１４
・埋蔵文化財の調査範囲等の見直しに伴う減
：▲６５
・民営化以降落札差額：▲１０８
・太田ＰＡの新規事業化：+３１

費 %
・事業損失対象等の減：▲４１

4

用地費 ７２２ ７００ ▲２２ ▲３% ３３０ ３１２ ▲１８ ▲５% １,０５２ １,０１２ ▲４０ ▲４%
事業損失対象等の減：▲４１

・太田ＰＡの新規事業化：+１

その他費 ２１２ １７４ ▲３７ ▲１８% ２３１ １３８ ▲９３ ▲４% ４４３ ３１３ ▲１３１ ▲２９%
・その他費の減：▲１４２
・太田ＰＡの新規事業化：+１１

予備費 ０ ０ ０ ― ６５ ０ ▲６５ ▲１０% ６５ ０ ▲６５ ▲１００% ・予備費の未使用による減：▲６５

消費税 ７３ ７０ ▲３ ▲４% ７５ ５６ ▲２０ ▲２６% １４８ １２６ ▲２２ ▲１５% ・事業費精査に伴う減：▲２２

計 ２,２４７ ２,１６５ ▲８１ ▲４% １,９１２ １,４８０ ▲４３２ ▲２３% ４,１５９ ３,６４６ ▲５１２ ▲１２%

※端数処理の関係で合計が一致しない場合がある。



（１）工費に関する減 （▲２５６億円）

① 現地調査結果、詳細設計完了等に伴う減

② 埋蔵文化財の調査範囲等の見直しに伴う減

③ 落札差額

▲１１４億円 ・・・後述

▲ ６５億円 ・・・後述

▲１０８億円
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④ 太田PAの新規事業化 ＋ ３１億円



【内訳１】トンネル掘削工法の見直し等に伴う減：▲５１億円 （塩坂峠トンネル 他７箇所）

① 現地調査結果、詳細設計完了等に伴う減 （▲１１４億円）

【当初】

【実績】

〔主な削減事例〕
塩坂峠トンネル（下り線）における地山補強範囲の見直し

◇ 塩坂峠トンネル（足利～佐野田沼間・延長1,051m）
では、不良地山部における掘削面の崩落等が懸念
されることから、地山部を補強する工法（注入式
フォアポーリング）を計画していた。

⇒ 施工前・施工中の調査・検討において、想定よりも
地山地質条件が良好であったため、注入式フォア
ポーリングの施工範囲などを見直した。

〔注入式フォアポーリング〕

トンネル天端部や掘削面の崩落防止等を目的とした工法

6

出典：株式会社 カテックス 建設資材事業部



◇ 当初計画時は、橋梁・高架部における防護柵形式は、より
良い走行内景観、展望性を確保する目的で鋼製高欄の
適用が原則となっており、北関東道においても鋼製高欄
として計画していた。

◇ 現在は、走行景観、交差あるいは近接する物件の有無、
除雪作業の有無などの現地状況についても配慮しつつ、
鋼製高欄、コンクリート製防護柵、複合型防護柵のいずれか
を経済比較のうえ選定することとなっており、比較検討の

【内訳２】橋梁の詳細設計における合理的な構造検討、橋梁用防護柵形式の見直し 等に伴う減：▲３７億円

橋梁用防護柵形式の見直し【▲１７億円】詳細設計における合理的な構造検討【▲２０億円】

◇ 鬼怒川橋（宇都宮上三川～真岡間・橋長1,005m）では、詳細設計
検討において、高減衰ゴム支承を用いた免震構造の採用と、
ポストスライド方式の採用による施工中に生じる支承部の変位
調整を行うことで支承の小型化を図った。

〔ポストスライド方式の概要〕

〔主な削減事例〕

〔ポストスライド方式の採用による支承の小型化検討〕

を経済比較のうえ選定することとなっており、比較検討の
結果、北関東道においてはコンクリート製防護柵に形式を
変更した。

7

【当初】鋼製高欄 【変更】コンクリート製防護柵

ポストスライド方式なし

ゴム層＝20㎜×26層

ポストスライド方式あり

ゴム層＝20㎜×10層

支承を据え付けた後に、施工中に発生した変位※を、ジャッキ等で支承

下側をスライド させることで調整を行う。

（※施工中の弾性変形やクリープ・乾燥収縮により生じる変形）

-ジャッキセット状況-



【内訳３】ＣＢＲ試験結果等に基づく舗装厚の見直し（40cmまたは45㎝→35㎝または40㎝）に伴う減：▲２４億円

◇ 北関東道の舗装厚については、当初４０ｃｍまたは４５ｃｍで計画していたが、３５ｃｍまたは４０ｃｍに見直しを行った。
◇ これは、舗装厚の決定に影響を与えるＣＢＲ試験結果が、現地盤・盛土材料が良質であったため想定よりも良好な結果が得られた

こと等によるものである。

〔 ＣＢＲ試験について 〕 〔 舗装厚の見直し 〕

【当初】 【変更】

４０cm

４５cm

３５cm

４０cm
舗装
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表層

基層

上層

路盤

下層

路盤

路床

４cm ４cm

６cm ６cm

３０cm

３５cm

２５cm

３０cm◇ ＣＢＲ試験は貫入ピストンを土の中に貫入させることにより
土の強さ（支持力）を測定する試験である。

◇ 試験により求められたＣＢＲ値と交通量との関係などを基に
舗装厚さを決定する。

◇ 北関東道においては、現地の地盤材料のＣＢＲ試験結果が
想定よりも良好であったこと等から、舗装厚の見直しを行った。

ＣＢＲ試験状況



【内訳４】トンネル照明設備における新型照明器具の採用に伴う減：▲２億円

◇ 北関東道の９トンネルの照明では、NEXCO３社共同で従来の照明器具の形状や寸法等を見直し開発された、経済性や維持
管理性の優れる照明器具を採用した。

◇ 新型トンネル照明器具は、H17.7にトンネル照明器具に対する形状・寸法等の制約を排除し性能規定化されたことから開発に
着手し、H18.3東名高速のトンネルにおける試験施工・性能確認を経て、H18.7 NEXCO設計要領及び機材仕様書（NEXCO
３社共通）に規定化された。

照明器具 従来の照明器具に
おける照射範囲

基本部の場合

〔従来型のトンネル照明器具〕 〔照射範囲の拡大〕唐桶山TN(1,070m）の例

前面鋼製枠 項 目
従来型

照明

新型
照明

削減数量

おける照射範囲

新型照明器具に
おける照射範囲

L1=11.6m

L2=13.8m

本線縦断方向

本線縦断方向における
照射範囲が約２割 拡大

※トンネル断面及び路面・壁面の反射係数等によりこの値は変化する。

〔新型のトンネル照明器具〕 設置器具数が削減
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〔従来のトンネル照明器具に対する効果〕
・照明率の高効率化による照明器具数削減、器具単価の低減
・器具寿命及び清掃効率の向上に伴う維持管理費の低減

※

ガラス面

（枠無し）

器
具
数
量

基本部

（@11.6m

⇒@13.8m）

365 灯 304 灯 ▲ 61灯

入口緩和部 389 灯 328 灯 ▲ 61灯
合 計 754 灯 632 灯 ▲122灯



② 埋蔵文化財の調査範囲等の見直しに伴う減 （▲６５億円）

埋蔵文化財調査箇所図 【凡例】

：調査範囲等が当初の想定通りであった箇所

：調査範囲等が縮小した箇所

：遺構・遺物が確認されなかった箇所
宇都宮上三川

真岡

◇ 埋蔵文化財調査において、調査面積や層厚などの精査により調査範囲が縮小されたこと等に伴い調査費用が減少したもの。

埋蔵文化財調査
の調査箇所数
（調査面積）

埋蔵文化財調査の
調査範囲等が
当初の想定通り
であった箇所

埋蔵文化財調査の
調査範囲等が
縮小した箇所

試掘もしくは確認調査
の結果、遺構・遺物が
確認されなかった箇所

群馬
県内

３８箇所
（約８０万m2）

１７箇所 １７箇所 ４箇所

栃木
県内

３５箇所
（約３４万m2）

１０箇所 １２箇所 １３箇所

茨城 １９箇所
６箇所 １３箇所 ０箇所
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確認された主な遺跡

主な遺跡

群馬県内
書上遺跡、前道下遺跡、成塚向山古墳群、
大道東遺跡、鹿島浦遺跡

栃木県内 四十八塚古墳群、寂光沢窯跡、下陰遺跡

茨城県内
山ノ入古墳群、当向遺跡、金谷遺跡、
辰海道遺跡、松田古墳群、小組遺跡

伊勢崎

太田藪塚

太田桐生

足利

佐野田沼

岩舟JCT
桜川筑西

笠間西
友部

大道東遺跡
（太田藪塚IC～太田桐生IC間）

だいどうひがし

県内 （約２１万m2）
６箇所 １３箇所 ０箇所



（２） その他費に関する減 （▲１３１億円）

① 事業損失対象件数の減、電子データや工事書類の活用による
管理用図面・台帳作成の効率化等測量及び試験費の減

② 関係機関協議による設備内容の見直しに伴う営繕費の減
（警察詰所の縮小、ごみ処理施設の取り止め等）

③ ITSスポ トサ ビス社会実験に伴うVICS整備の見送り等による

▲４７億円

▲２７億円

11

③ ITSスポットサービス社会実験に伴うVICS整備の見送り等による
通信施設費の減

④その他
・補償対象物件の減に伴う用地事務委託費の減
・料金収受機械、車両関係等機械器具費の減
・自治体の上下水道整備に伴うさく井、浄化槽の取りやめに伴う営繕費の減
・太田PAの事業化に伴う施工管理委託費、測量及び試験費、営繕費の増

▲９億円

▲４８億円



笠間 PA

壬生 PA

太 PA

都賀西方 PA

出流原 PA

前橋IC

駒寄 PA・SIC

波志江 PA・SIC 伊勢崎IC

栃木IC

栃木都賀 JCT 都賀IC

壬生IC

渋川伊香保IC

宇都宮上三川 IC

都賀IC

壬生IC

足利IC

伊勢崎IC

真岡IC

桜川筑西IC

宇都宮上三川IC

波志江 PA・SIC

H22.4開通

5.3km

H23.3開通

18.6km

H20.3開通

16.0km

北関東道 西側区間（伊勢崎～岩舟JCT）

３．事業の効果 ＩＣ区間交通量

◆ 評価区間の平均交通量は約25,000台/日（Ｈ２４年度）で、推計値21,700台/日（Ｈ２４年度）に対して約1.1倍となっており、ほぼ計画に

近い交通量となっている。

◆ 全線開通により評価区間の平均交通量は約18,000台/日（H22年度）から25,000台/日（Ｈ２４年度）と約1.4倍に増加した。

H19.11開通

9.1km

H20.12開通

14.9km

H20.3開通

7.5km

H20.4開通

8.9km

北関東道 東側区間（宇都宮上三川～友部）

栃木県

茨城県

群馬県

笠間 PA太田 PA

駒形IC
高崎IC

高崎 JCT

岩舟 JCT

佐野 SA・SIC

友部 SA・SIC

前橋南IC

駒形IC

前橋南IC

佐野田沼IC

太田桐生 IC

太田薮塚 IC

岩舟 JCT

友部IC笠間西IC

高崎 JCT

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

12
※ 推計値：平成18年3月31日付け協定における推計交通量
※ 出典：NEXCO東日本調査データ

西側区間平均交通量の推移

（台/日）

約1.7倍
（全通前後）

H19 H20 H21 H22 H23 H24

32,200
（100）

18,700

※H23・24平均交通量

（）：東北無料措置台数

31,000
（3,300）

東側区間平均交通量の推移

約1.1倍
（対推計値）

17,900
（100）

15,200

15,900

19,100
（4,700）

約1.2倍
（対推計値）

評価区間平均交通量の推移

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H19 H20 H21 H22 H23 H24

27,600

13,500

7,400

約1.8倍
（東側全通）

4,000

15,800

19,900

25,000
（100）

18,000 21,700

25,000
（4,000）

15,300

9,700

4,000

約1.1倍
（対推計値）

（台/日）

※H23・24平均交通量

（）：東北無料措置台数

（台/日）

※H23・24平均交通量

（）：東北無料措置台数

約1.4倍
（全通前後）

約1.2倍
（全通前後）



527
432

272

200

400

600

800

◆ 北関東道の全線開通に伴い、並行する国道の大型車混入率は約３ポイント低下した。

３．事業の効果 交通の変化（西側）

A‐A’断面における交通状況

北関東道 西側区間
（伊勢崎～岩舟JCT）

群馬県 栃木県

渋川伊香保IC

赤城IC

昭和IC

H22.4開通

5 3km

H23.3開通

18 6km

H20.3開通

16 0km

【全車日交通量】
（百台/日）

北関東道

R５０

527

704

154 115

87

29.2

26.7

31.8

0

10

20

30

40

0

100

200

300

400

500

H22 H24

0

H22 H24
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※出典：（一般道）関東地方整備局調査データ
（北関東道）NEXCO東日本調査データ

国道

高速道路

前橋南IC

駒形IC

伊勢崎IC

太田藪塚IC

太田桐生IC

佐野田沼IC
岩舟JCT

佐野藤岡IC

藤岡JCT藤岡IC

高崎JCT

高崎IC

前橋IC 波志江PA・SIC

埼玉県

館林IC

東
北

自
動

車
道

50

足利IC

5.3km18.6km16.0km

R５０

北関東道

※10月平日平均値（欠測値は含まない）
※H22時点では太田桐生IC～佐野田沼IC間が未開通

A

A’

出流原PA

太田PA

藤岡PA

駒形PA・SIC

上里SA

北関東道

R５０

154
202

（百台/日）

[大型車日交通量]

【大型車日交通量及び大型車混入率】

（％）

[大型車混入率]



236 208 207

134
195

100

200

300

400

500

３．事業の効果 交通の変化（東側）

北関東道 東側区間
（宇都宮上三川～友部）

真岡IC

宇都宮上三川IC

鹿沼IC

宇都宮IC栃木県 茨城県

H19.11開通

9.1km

H20.12開通

14.9km

H20.3開通

7.5km

H20.4開通

8.9km

北関東道

R５０

那珂IC都賀西方PA

大谷PA

◆ 北関東道東側区間の全線開通に伴い、並行する国道の大型車混入率は約２ポイント低下した。

A‐A’断面における交通状況

【全車日交通量】（百台/日）

402
342

236

47 37 42

24
46

20.0
18.0 20.1

17.7

23.3

0

5

10

15

20

25

0

50

100

150

200

H19 H21 H24

0

H19 H21 H24
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50

友部IC

笠間西IC

桜川筑西IC

真岡IC

都賀IC栃木都賀JCT

栃木IC

友部JCT

茨城町西IC

岩間IC

岩間IC

水戸IC

茨城町西IC 茨城町JCT

茨城空港北IC

国道

高速道路

A

A’

水戸北SIC

田野PA

茨城町東IC

壬生IC
壬生PA

笠間PA

R５０

北関東道北関東道

R５０

※出典：（一般道）関東地方整備局調査データ
（北関東道）NEXCO東日本調査データ

23.3

20.1

※10月平日平均値（欠測値は含まない）
※H21：東側区間が全線開通

87
61

47

（百台/日）

[大型車日交通量]

【大型車日交通量及び大型車混入率】

（％）

[大型車混入率]



３．事業の効果 所要時間の短縮

北関東3都市間の所要時間の変化

◆ 北関東道の全線開通に伴い、北関東３県の主要都市間の所要時間は群馬県庁（前橋市）～栃木県庁（宇都宮市）及び栃木県庁～

茨城県庁（水戸市）でそれぞれ約５０分短縮し、群馬県庁～茨城県庁では約１時間５０分短縮した。

前橋

群馬県
宇都宮

123

栃木県 茨城県

事後評価区間先行整備区間

前橋～宇都宮：先行整備区間

供用時

：北関等道全通後

宇都宮～水戸：先行整備区間

供用時

：北関東道全通後

前橋～水戸 ：先行整備区間

供用時

：北関東道全通後

【凡 例】

※出典：全通前：H17道路交通センサス混雑時旅行速度
全通後：NEXCO東日本調査データ 15

水戸

50

50 50

【前橋～宇都宮】 【宇都宮～水戸】 【前橋～水戸】

約1時間40分

約2時間30分（R50＋東北道）

約50分
短縮 約1時間30分

約2時間20分（R123＋R50）

約50分
短縮

約1時間50分
短縮約2時間10分

約4時間（R50）先行整備区間

供用時

北関東道

全通後

先行整備区間 先行整備区間事後評価区間



国道50号

400

500

600

◆ 北関東道東側区間の全通前後で並行する国道５０号の渋滞量は約２割減少。

３．事業の効果 渋滞の改善

北関東道（真岡～桜川筑西）開通前後の国道５０号の渋滞量の変化

渋
滞
量
（ｋ
ｍ

約20％減

【開通前：H20年10月1か月間】

桜川筑西IC

栃木県

茨城県

笠間PA

笠間西IC

真岡IC
宇都宮上三川IC

友部JCT

壬生IC

壬生PA

50

511

400

0

100

200

300

開通前 開通後

出典：（財）日本道路交通情報センター

※右図の範囲の渋滞量を1か月合計した値
※渋滞量は渋滞長（時速10ｋｍ以下の区間長）と渋滞時間の積の総和

16

ｍ
・ｈ
／
月
）

（H20.１０） （H22.１０）

【開通後：H22年10月1か月間】

桜川筑西IC

栃木県

茨城県

友部IC

笠間PA

笠間西IC

真岡IC
宇都宮上三川IC

友部JCT

壬生IC

壬生PA

50

50

渋滞時間（h）

：~10 ：10～30 ：30～50 :50～70 :70～90 :90以上

※グラフの高さは平均渋滞時間、幅は平均渋滞長を表す
※渋滞発生頻度100回以上のみ表示
※各管理者が車両感知器を設置している

区間のみ集計し表示

友部IC
笠間西IC

50



３．事業の効果 交通事故の減少

50

50

293

293

50

50

算定範囲

伊勢崎IC

岩舟JCT

宇都宮上三川IC

友部IC

◆ 北関東道の開通に伴い、北関東道及び並行する国道の死傷事故件数は約２～３割減少し、死傷事故率は約４～７割減少した。

死傷事故率は全国全道路に比べ減少割合が大きい。

群馬県 栃木県 茨城県

0
20
40
60
80

100
120
140

0
20
40
60
80

100
120
140

393

220

61

0

100

200

300

400

500

全通前 全通後

666

418

94

0

100

200

300

400

500

600

700

全通前 全通後
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（件/年）

【北関東道 西側区間】 【北関東道 東側区間】

※出典：（一般道）道路交通センサス、関東地方整備局調査データ、栃木県提供データ、(財)交通事故総合分析センター交通事故統合データベース

（北関東道）NEXCO東日本交通量調査データ、交通事故統計

（H17～H19平均） （H23）

死傷事故率は
約４割減少

死傷事故率は
約４割減少

死傷事故件数は
約２割減少

死傷事故件数は
約２割減少

（件/年）

50 50

116

98

78

48

99

27

120

94

死傷事故件数・事故率の変化

666件/年

512件/年

281件/年

393件/年
死傷事故件数は

約３割減少
死傷事故件数は

約３割減少

死傷事故率は
約７割減少

死傷事故率は
約７割減少

（H17～H19平均） （H23） （H16～H18平均） （H21～H23平均） （H16～H18平均） （H21～H23平均）

死傷事故発生件数 死傷事故率 死傷事故発生件数 死傷事故率

（件/億台キロ） （件/億台キロ）

北関東道

R293
+

R50

北関東道

R50

全国
全国

該当
区間

該当
区間

（全国平均２割減少）（全国平均２割減少） （全国平均２割減少）（全国平均２割減少）

全通前 全通後 全通前 全通後



３．事業の効果 費用便益分析結果

◆ 費用便益比（Ｂ／Ｃ）は４．２

◆総便益（B）

基準年（H25）に
おける現在価値

走行時間短縮便益 18,500億円

走行経費減少便益 1,126億円

交通事故減少便益 863億円

計 20,490億円

18

◆総費用（C）

基準年（H25）に
おける現在価値

事 業 費 4,275億円

維持管理費 591億円

計 4,866億円

費用便益比 Ｂ/Ｃ＝４．２
経済的内部収益率※

（EIRR） １３.３％

（参考）

※ 経済的内部収益率（EIRR） 便益と費用の現在価値を
等しくするような社会的割引率の値



◆ 北関東道の開通により、関越道・東北道・常磐道といった放射状に延びる既存の高速道路ネットワークが結節され、新たに広域的

な高速道路ネットワークが拡充された。その結果、多様なルート選択が可能になり、首都圏の渋滞回避や災害時のリダンダンシー

の確保など、高速道路機能の強化に寄与している。

３．事業の効果 広域的な高速道路ネットワークの拡充

北関東道開通前の川口ＪＣＴ－郡山ＪＣＴの移動ルート例 北関東道開通後の川口ＪＣＴ－郡山ＪＣＴ間の移動ルート例

郡山JCT 郡山JCT

19

川口JCT

北関東道
開通後

川口JCT
３
ルート

９
ルート

北関東道
開通前

北関東道



３．事業の効果 迂回路機能の発揮
◆ 北関東道の開通により、北関東道と東北道による関越道の迂回路が形成された。

◆ 関越道渋滞時には、北関東道・東北道ルートが関越道ルートに比べ最大70分所要時間が短くなった例が確認されている。

◆ H25GW期間において、経路選択が可能となるよう標識車による所要時間案内を試行的に実施。その結果、過去の同時期に比べ、東北道ルートの

分担率が増加。
◆ 今後も２ルートの認知度向上を目的とした広報を行っていく。

関越道 新潟方面から都心方面へのルート概要 関越道・東北道ルート※3の分担率

87.5 

85.3 

94.3 

12.5 

14.7 

5.7 

4月29日

(日･祝)

4月30日

(月･祝)

5月4日

(金･祝)

関越道ルート 東北道ルート

N= 1,538台/日

N= 2,256台/日

N= 1,959台/日

平成24年GWGW

※1

20

※3：関越道ルート：駒寄ＰＡ～水上→関越道→外環道
東北道ルート：駒寄ＰＡ～水上→関越道→北関東道→東北道→浦和ＴＢ

【Ｈ２４ＧＷ期間における所要時間

（ピーク時※2）】

※1：通行料金は高崎ＩＣから川口ＪＣＴで計算

※2：関越道ルートの所要時間が最大の時間帯

88.1 

81.5 

88.7 

73.9 

85.2 

11.9 

18.5 

11.3 

26.1 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4月28日

(日)

4月29日

(月･祝)

5月4日

(土･祝)

5月5日

(日･祝)

5月6日

(月･祝)

分担率（％）

関越道ルート 東北道ルート

N= 1,880台/日

N= 2,246台/日

N= 2,130台/日

N= 2,808台/日

N= 2,041台/日

平成25年実験日GW

85.4 

87.4 

14.6 

12.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5月5日

(土･祝)

5月6日

(日･祝)

分担率（％）

N= 2,474台/日

N= 2,028台/日

標識車による所要時間案内により

東北道ルート分担率が増加

※1

H25GWでは、標識車により所要時間を案内。

関越道の渋滞緩和にもつながる。

交互表示



３．事業の効果 東日本大震災の迅速な救援活動を支援

◆東日本大震災では、３月１９日の開通に向け建設中であった太田桐生～佐野田沼間を、被災地での迅速な救援活動を支援する
目的で、発災から約１３時間後にあたる３月１２日午前４時から緊急車両や復興支援車両に限定し交通開放を行った。
これは計画どおりの平成２４年3月の開通では間に合わなかったが、１年前倒しの計画としたために可能となったものである。

◆ 開通までの７日間で自衛隊、緊急輸送指定車両、警察車両など約２,４００台が利用した。

宮城県

開通前の北関東道を通行する自衛隊車両 陸上自衛隊第10師団の移動経路

船岡駐屯地 着
（宮城県柴田郡）

3月12日 15：00頃

福島駐屯地 発
（福島県福島市）

3月12日 13：00頃

平成23年3月12日～19日までに
北関東道を利用した緊急車両台数

約2,400台（太田桐生IC～佐野田沼IC）

[内訳]
・自衛隊車両：約１,７００台

※2

建設中区間の緊急車両の通行

21

陸上自衛隊第１０師団の声
震災時、開通前の北関東道を利用し、

被災地へ向かいました。

新町駐屯地に到着後、北関東道の

通行が可能との連絡を受け、ルートを変更し、

北関東道を利用しました。

当時、東北へ向かう道路は大変混雑しており、

北関東道を利用することで渋滞を回避でき、

迅速な救援活動を行うことができました。

愛知県

新町駐屯地 発
（群馬県高崎市）
3月12日 7：30頃

守山駐屯地 発
（愛知県名古屋市）
3月11日 23：00頃

開通前緊急車両通行区間

中央自動車道

中央自動車道

東名高速道路

新東名高速道路

,
・緊急輸送指定車両：約６５０台
・警察車両など：約５０台

平成23年3月11日に派遣された
自衛隊員・車両台数

自衛隊員 約1,900名
自衛隊車両 約650両

※１ 陸上自衛隊第10師団提供データ
※２ NEXCO東日本調査データ

※１

※移動経路は、陸上自衛隊第１０師団から提供された情報をもとに作成

※派遣された自衛隊員・車両台数は、愛知県内・滋賀県内・三重県内の陸上自衛隊第10師団の合計



３．事業の効果 北関東道沿線地域で進む工業立地

沿線の工業団地

◆ 北関東道沿線地域は、高速道路ＩＣ直近の好立地を理由として、工業団地の造成や企業立地が進んでいる。

◆ 北関東３県の工場立地件数は平成１０年以降、全国平均に対し約２倍と大幅に上回っている。また、北関東道の沿線地域では

工場や生産拠点を集約する動きが活発化しており、北関東道を軸とした産業集積が進んでいる。

物流拠点の集約

高崎市内や伊勢崎市に分散していた倉庫を

集約し関東物流センターを新設

栃木センター
水戸営業所

群馬県

栃木県 茨城県 群馬県 栃木県 茨城県

0
100
200
300
400
500
600
700
800

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

北関東３県平均（累計）

全国平均（累計）

22※出典：工場立地動向調査（経済産業省）

※立地件数は群馬・栃木・茨城の北関東３県の
平均及び全国４７都道府県の平均の累計値

笠間西IC～友部IC
開通

伊勢崎IC～太田桐生IC
宇都宮上三川IC～笠間西IC

開通

佐野田沼IC～岩舟JCT
開通 全線開通

北関東３県は

全国平均の約２倍

（件）

工業団地（分譲完了）
工業団地（分譲中）
工業団地（造成中）

工場立地件数の推移

北関東道沿線では

工業団地の造成が活発化

設備の移動時間短縮や

社内ネットワークの強化による

業務効率化

冷蔵・冷凍製品の製造・卸し会社A社の声
H24年に高崎市内に物流拠点を新設しました。北関東道を含む

高速道路網が交差し、交通利便性の良さがこの地を選んだ理由

の一つです。高崎市内と伊勢崎市にあった倉庫を集約し、業界

最大規模の物流倉庫となっています。栃木のセンターや水戸の

営業所に設備を送る際に、北関東道を利用しており、今まで2時

間以上かかっていたものが1時間ほどに短縮され、業務効率化に

つながっています。

：集約前の利用倉庫

：新設された物流拠点

：設備の配送先

北関東３県平均（累計）

全国47都道府県平均（累計）



３．事業の効果 大型小売店舗数の増加

◆ 北関東道の各ICから半径５ｋｍ以内には高速道路の近接性による集客の期待から大型小売店が多数立地しており、特に群馬県

は約５５％が５ｋｍ以内に立地している。

◆ 大型小売店の立地に伴い、地域の雇用の増加等に寄与している。

笠間 PA

田野 PA

壬生 PA

赤城 PA

太田 PA

都賀西方 PA

日立中央 PA赤城高原 PA

出流原 PA

前橋IC

赤城IC

駒寄 PA・SIC

東海 PA・SIC

波志江 PA・SIC 伊勢崎IC

栃木IC

栃木都賀 JCT 都賀IC

鹿沼IC

壬生IC

水戸IC

水戸北 SIC

那珂IC

ひたちなかIC

渋川伊香保IC

日立南太田IC

ひたち海浜公園IC

宇都宮上三川 IC

都賀IC

壬生IC

足利IC

伊勢崎IC

真岡IC

桜川筑西IC

宇都宮上三川IC

ひたちなかIC

波志江 PA・SIC

新田ショッピングセンター
SMARK伊勢崎

ガーデン前橋
ジョイフル本田

宇都宮店

FKDショッピングモール

宇都宮インターパーク店

ジョイフル本田・

ファッションクルーズ

ニューポートひたちなか店

群馬県

栃木県 茨城県

ウェルサイトひたちなか

：ICから5㎞圏

：ICから5㎞以内

：ICから5㎞以上

リレーショ
ンシップ ID  
rId12 のイ
メージ
パーツが
ファイル…

イオン栃木

パワーモール前橋みなみの声

2010年12月にオープン
しました。近隣市町から
の集客に加えて北関東道

により、広域からの集客が見込まれ
るため、テナントの誘致に有利で
あったことも理由の一つです。

オープンから客数は年々増加して
おり、大型テナントを誘致できたこ
とでさらに商圏・客層が広がりまし
た。土日には埼玉県や栃木県、さら
に長野県や新潟県からもお客様が来
ています。

パワーモール前橋みなみ（H22.12開業）県全体に占める
北関東道IC5㎞圏内の大型小売店舗数の割合

※出典：群馬県・栃木県・茨城県提供データ 23

54.5%

群馬県

23.5%

栃木県

19.0%

茨城県

※大規模小売店立地法が施行されたH12年以降の

※立地企業の内、店舗面積20,000㎡以上のものを集計

笠間 PA

美野里 PA

上里 PA

藤岡 PA

太田 PA

館林IC

駒形IC
高崎IC

藤岡IC

高崎 JCT

岩舟 JCT

友部 JCT

藤岡 JCT

佐野 SA・SIC

友部 SA・SIC

前橋南IC

佐野藤岡IC
岩間IC 茨城町 JCT

茨城町西IC

茨城町東IC

茨城空港北IC

石岡小美玉 SIC

水戸南IC

駒形IC

前橋南IC 友部 JCT

茨城町 JCT茨城町西IC
茨城町東IC

水戸大洗IC

水戸南IC

佐野田沼IC

太田桐生 IC

太田薮塚 IC

岩舟 JCT

友部IC笠間西IC

高崎 JCT

パワーモール

前橋みなみ
イオンモール

太田

ビバモール

足利堀込店

あしかが

ハーヴェストプレース

宇都宮店

イオンタウン

水戸南
グランステージ水戸

※大規模小売店立地法が施行されたH12年以降の

※立地企業の内、店舗面積20,000㎡以上のものを記載

ベイシア

前橋南モール

開通前 開通後
前橋南IC前橋南IC

パワーモール

前橋みなみ

周辺大型小売店
雇用者数合計

約１万人以上

写真：「 GeoEye， 日本スペースイメージング」および「国土地理院発行基盤地図情報（承認番号 平成21業使 第393号）」



◆ 北関東道の開通により、群馬・栃木・茨城がつながったことで、さまざまな周遊観光が形成されている。

◆ 北関東道を利用することで移動時間が短縮され、さらに定時性が確保されたことで東京都や福島県を発着とした新たなツアー

が提供されている。

３．事業の効果 当該区間を利用した観光周遊ルートの形成

伊香保温泉

笠間芸術の森公園

86,000

41,000

89,000

西側区間開通後

102％増

※3月

郡山

福島県

壬生町おもちゃ博物館

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
※8月

95,000 98,000 91,000
86,000

15,000 16,000

25,000

東側区間開通後

143％増

14,000 13,000
14,000

20,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

北関東道を利用した主な観光ツアー

80,000

27,000

井頭観光いちご園の声
平成20年の4月にいちご園

をオープンしました。お客様

は増加しており、北関東道

が開通してからが埼玉県や茨城県か

らのお客様が多く来ています。

24

井頭観光いちご園

富岡製糸場

国営ひたち海浜公園

※ネモフィラ（４月下旬～５月下旬）

H22 H23 H24 H22 H23 H24

7,000

3,000

7,800

32,000
34,000

43,000

※3月

※11月

西側区間開通後

111％増

西側区間開通後

148％増

※5月

浜松町

東京駅
新宿駅

水戸駅

茨城県

東京都

栃木県
群馬県

長野県

富岡製糸場

ガトーフェスタ
ハラダ

伊香保温泉

めがね橋

世良田東照宮
縁切寺満徳寺

佐野ﾌﾟﾚﾐｱﾑｱｳﾄﾚｯﾄ

いちご一会

笠間芸術の森公園 等

バンダイ
ミュージアム 井頭観光いちご園

史跡足利学校

東武ﾜｰﾙﾄﾞｽｸｴｱ

鬼怒川温泉

秋山郷

アクアワールド大洗

那珂湊
おさかな市場

国営ひたち海浜公園

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
※イベント時

6,000 9,000

34,000
40,000

30,000

331,000

380,000

341,000

東側区間開通後

107％増

234,000
268,000 282,000

303,000

469,000

152,000

263,000

東側区間開通後

134％増

207,000
247,000 263,000

352,000

偕楽園
みどり市大間々

食べ歩き

画像提供 富岡市・富岡製糸場

243,000

199,000

北関東道を利用した観

光ツアーのルート例



◆ 北関東道の供用により、救急搬送時間が短縮し、第三次救急医療機関の３０分カバー圏が拡大したことで医療環境が向上した。

◆ 新たに約２５万人（うち、評価区間開通によって約１０万人）の住民が３０分以内に搬送可能となった。

３．事業の効果 第三次救急医療機関へのアクセス向上

獨協医科
大学病院

前橋赤十字病院
群馬大学医学部付属病院

高崎

群馬県

済生会宇都宮病院

第三次救急医療機関30分カバー圏の拡大

栃木県

茨城県

凡例：第三次救急医療機関

北関未整備時に
第三次救急医療機関に
30分以内で搬送可能な範囲

北関の完成により
新たに30分以内で
搬送可能となる範囲

事後評価区間以外の
北関の完成により
新たに30分以内で
搬送可能となる範囲事後評価区間先行整備区間

25

※国土交通省が開発したNITAS（総合交通分析システム）Ver,1.9を用いた試算
※エリア拡大による人口は、2010年国勢調査の人口データに基づき算出
※第三次救急医療機関：生命の危機が切迫している重篤患者に対応する高度な専門医療を行う24時間体制の救命救急センター

水戸医療
センター

高崎
総合医療
センター

足利赤十字病院

先行整備区間

自治医科大学付属病院

先行整備区間事後評価区間

◆３０分以内に第三次救急医療機関に到達
約２６０㎞2拡大
約１５万人の医療環境が向上

◆３０分以内に第三次救急医療機関に到達
約２６０㎞2拡大
約１５万人の医療環境が向上

◆３０分以内に第三次救急医療機関に到達
さらに約１６０㎞2拡大
さらに約１０万人の医療環境が向上

◆３０分以内に第三次救急医療機関に到達
さらに約１６０㎞2拡大
さらに約１０万人の医療環境が向上

計

約25万人

医療環境
向上

先行整備区間供用時 全通時



◆ 最新のバックグラウンド濃度を考慮し予測した結果、全地点で環境基準を下回ることを確認した。

◆ また、自動計測器及び簡易測定法による測定結果においても、全地点で環境基準を下回ることを確認した。

４．事業による環境保全 大気環境（ＮＯ２）

■調査結果（ＮＯ２）

1

2

区 間 調査地点名
（アセス時予測評価地点）

ＮＯ２ ：二酸化窒素 （単位：ppm）

環境基準
現況

予測値
※１

評 価

（参考）

アセス時
予測値

測定
結果
※２

伊勢崎ＩＣ～

太田藪塚ＩＣ
伊勢崎市三和町 0.035 0.045 0.034

太田藪塚ＩＣ～

太田桐生ＩＣ
太田市成塚 0.035 0.045 0.033

■伊勢崎IC～岩舟JCT区間

岡 PA

太田 PA

都賀西方 PA

出流原 PA

駒形IC
高崎IC

橋IC

赤城IC

藤岡IC

崎 JCT

岩舟 JCT

藤岡 JCT

A・SIC

佐野 SA・SIC
前橋南IC

波志江 PA・SIC 伊勢崎IC

栃木IC

佐野藤岡IC

栃木都賀 JCT

伊香保IC

駒形IC

前橋南IC

都

足利IC

伊勢崎IC

佐野田沼IC

太田桐生 IC

太田薮塚 IC

岩舟 JCT

JCT

波志江 PA・SIC

1
4

5

2 3

H22.4開通

5.3km

H23.3開通

18.6km

H20.3開通

16.0km

※１：現況予測に用いたバックグラウンド濃度は、路線近傍の常時観測局の平成24年度の年平均値
※２：測 定 日 ：平成25年9月26日（木）～10月3日（木）のうち連続する７日間

測定方法：調査地点1及び5は化学発光法（JIS B 7953）、調査地点1～4及び6～9はＰＴＩＯ法

3

4

5

6

7

8

9

26

１時間値の
１日平均値
が0.04～
0.06ppm
までの

ゾーン内
又はそれ以

下

すべて
環境基準
を満足
している

太田桐生ＩＣ

太田桐生ＩＣ～

足利ＩＣ
太田市只上 0.032 0.042 0.026

足利ＩＣ～

佐野田沼ＩＣ
佐野市寺久保町 0.030 0.036 0.031

佐野田沼ＩＣ～

岩舟ＪＣＴ
岩舟町西根 0.030 0.036 0.029

宇都宮上三川ＩＣ～

真岡ＩＣ
上三川町東蓼沼 0.035 0.039 0.024

真岡ＩＣ～

桜川筑西ＩＣ
岩瀬町本郷 0.029 0.033 0.021

桜川筑西ＩＣ～

笠間西ＩＣ
岩瀬町犬田 0.032 0.036 0.021

笠間西ＩＣ～

友部ＩＣ
笠間市島 0.034 0.039 0.018

笠間 PA

田野 PA

壬生 PA
A

友部

友部 SA・SIC

都賀IC

鹿沼IC

壬生IC

岩間IC

水戸IC

水戸

茨城町西IC

宇都宮上三川 IC

都賀IC

壬生IC

友部

茨城町西

真岡IC

友部IC

桜川筑西IC

笠間西IC

宇都宮上三川IC

H19.11開通

9.1km

H20.12開通

14.9km

H20.3開通

7.5km

H20.4開通

8.9km

6

7

8 9

上里 PA

館林IC

調査地点
（＝アセス時予測評価地点）

常時観測局

■宇都宮上三川IC～友部IC区間



◆ 最新のバックグラウンド濃度を考慮し予測した結果、全地点で環境基準を下回ることを確認した。

◆ また、代表点における自動計測器による測定結果においても、環境基準を下回ることを確認した。

４．事業による環境保全 大気環境（ＣＯ）

区 間 調査地点名
（アセス時予測評価地点）

ＣＯ ：一酸化炭素 （単位：ppm）

環境基準
現況

予測値
※１

評 価

（参考）

アセス時
予測値

測定
結果
※２

伊勢崎ＩＣ～

太田藪塚ＩＣ
伊勢崎市三和町 0.424 3.420 0.659

太田藪塚ＩＣ～

太田桐生ＩＣ
太田市成塚 0.424 3.420 －

上里 PA

岡 PA

太田 PA

都賀西方 PA

出流原 PA

駒形IC
高崎IC

橋IC

赤城IC

藤岡IC

崎 JCT

岩舟 JCT

藤岡 JCT

A・SIC

佐野 SA・SIC
前橋南IC

波志江 PA・SIC 伊勢崎IC

栃木IC

佐野藤岡IC

栃木都賀 JCT

伊香保IC

駒形IC

前橋南IC

都

足利IC

伊勢崎IC

佐野田沼IC

太田桐生 IC

太田薮塚 IC

岩舟 JCT

JCT

波志江 PA・SIC

1
4

5

2 3

H22.4開通

5.3km

H23.3開通

18.6km

H20.3開通

16.0km

1

2

■調査結果（ＣＯ）■伊勢崎IC～岩舟JCT区間

※１：現況予測に用いたバックグラウンド濃度は、路線近傍の常時観測局の平成24年度の年平均値
※2：測 定 日 ：平成25年9月26日（木）～10月2日（水）７日間連続測定

測定方法：調査地点1及び5は非分散型赤外分析計を用いる方法（JIS B 7951）

調査地点
（＝アセス時予測評価地点）

常時観測局

１時間値の
１日平均値
が10ppm

以下

すべて
環境基準
を満足
している

太田桐生ＩＣ

太田桐生ＩＣ～

足利ＩＣ
太田市只上 0.405 3.405 －

足利ＩＣ～

佐野田沼ＩＣ
佐野市寺久保町 0.405 1.617 －

佐野田沼ＩＣ～

岩舟ＪＣＴ
岩舟町西根 0.607 1.617 0.563

宇都宮上三川ＩＣ～

真岡ＩＣ
上三川町東蓼沼 0.607 1.617 －

真岡ＩＣ～

桜川筑西ＩＣ
岩瀬町本郷 0.604 1.018 －

桜川筑西ＩＣ～

笠間西ＩＣ
岩瀬町犬田 0.634 1.043 －

笠間西ＩＣ～

友部ＩＣ
笠間市島 0.667 1.071 －
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笠間 PA

田野 PA

壬生 PA
A

友部

友部 SA・SIC

都賀IC

鹿沼IC

壬生IC

岩間IC

水戸IC

水戸

茨城町西IC

宇都宮上三川 IC

都賀IC

壬生IC

友部

茨城町西

真岡IC

友部IC

桜川筑西IC

笠間西IC

宇都宮上三川IC

H19.11開通

9.1km

H20.12開通

14.9km

H20.3開通

7.5km

H20.4開通

8.9km

6

7

8 9

上里 PA

館林IC

3

4

5

6

7

8

9

■宇都宮上三川IC～友部IC区間



区 間
測定地点名
（アセス時予測

評価地点）

現況

評 価

（参考）アセス時

時間帯
※2

環境
基準
（ｄＢ）
Leq

測定
結果
（ｄＢ）
Leq

時間帯
※3

環境
基準
（ｄＢ）
L50

予測値
（ｄＢ）
L50

伊勢崎ＩＣ～
太田藪塚ＩＣ

伊勢崎市三和町
昼間 70 52

朝 55 56

昼 60 57

夜間 65 48
夕 55 55
夜 50 52

太田藪塚ＩＣ～
藪塚本町大原

昼間 70 54
朝 55 56
昼 60 57

◆ 騒音測定を実施し、全地点で環境基準値を下回ることを確認した。

４．事業による環境保全 交通騒音（伊勢崎IC～岩舟JCT区間）

1

■測定結果※1（騒音）

都

栃

栃木都

■伊勢崎IC～岩舟JCT区間

H22.4開通

5.3km

H23.3開通

18.6km

H20.3開通

16.0km

すべて
環境基準
を満足
している

太田藪塚
太田桐生ＩＣ

藪塚本町大原
昼

夜間 65 49
夕 55 55
夜 50 52

太田桐生ＩＣ～
足利ＩＣ

足利市赤松台
昼間 70 48

朝 55 57
昼 60 57

夜間 65 47
夕 55 56
夜 50 52

足利ＩＣ～
佐野田沼ＩＣ

佐野市寺久保町
昼間 70 50

朝 65 57
昼 65 57

夜間 65 48
夕 65 56
夜 60 53

佐野田沼ＩＣ～
岩舟ＪＣＴ

田沼町吉水
昼間 70 57

朝 55 59
昼 60 60

夜間 65 53
夕 55 59
夜 50 54
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2

3

4

※1 測定日
・平成25年6月25日（火）～26日（水）

※2 現在の環境基準における時間帯区分
・時間帯 昼間：6時～22時、夜間：22時～6時

※3 アセス時の時間帯区分
・ №1～2 朝：6時～8時、昼：8～18時、夕：18～21時、夜：21～6時
・ №3～5 朝：6時～8時、昼：8～18時、夕：18～22時、夜：22～6時

5

【備考】
下記の地点においては、遮音壁を設置している。
№１：2.0m（アセス時対策検討高さ3.5m）
№2：2.0m（アセス時対策検討高さ3.5m）
№3：2.0m（アセス時対策検討高さ2.5m）
№4：2.0m（アセス時対策検討不要）
№5：2.0m（アセス時対策検討高さ4.0m）

測定地点
（＝アセス時予測評価地点）

太田 PA

出流原 PA

岩舟 JCT

佐野 SA・SIC

伊勢崎IC

佐野藤岡IC

足利IC

伊勢崎IC

佐野田沼IC

太田桐生 IC

太田薮塚 IC

岩舟 JC
1

2

3

4

5



◆ 騒音測定を実施し、全地点で環境基準値を下回ることを確認した。

４．事業による環境保全 交通騒音（宇都宮上三川IC～友部IC区間）

区 間
測定地点名
（アセス時予測

評価地点）

現況

評 価

（参考）アセス時

時間帯
※2

環境
基準
（ｄＢ）
Leq

測定
結果
（ｄＢ）
Leq

時間帯
※3

環境
基準
（ｄＢ）
L50

予測値
（ｄＢ）
L50

宇都宮上三川ＩＣ
～真岡ＩＣ

上三川町東蓼沼

昼間 70 52
朝 65 56
昼 65 56

夜間 65 49
夕 65 55
夜 60 51

真岡ＩＣ～
岩瀬町本郷

昼間 70 51
朝 65 56
昼 65 55

6

7

■測定結果※1（騒音）

宇都宮上三川 IC

C
真岡IC

宮上三川IC

H19.11開通

9.1km

H20.12開通

14.9km

H20.3開通

7.5km

H20.4開通

8.9km

6

■宇都宮上三川IC～友部IC区間
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すべて
環境基準
を満足
している

真岡
桜川筑西ＩＣ

岩瀬町本郷

夜間 65 45
夕 65 54
夜 60 50

桜川筑西ＩＣ～
笠間西ＩＣ

岩瀬町犬田

昼間 70 54
朝 65 62
昼 65 60

夜間 65 48
夕 65 59
夜 60 55

笠間西ＩＣ～
友部ＩＣ

笠間市兵道内

昼間 70 55
朝 65 56
昼 65 55

夜間 65 50
夕 65 54
夜 60 50

※1 測定日
・平成25年6月25日（火）～26日（水）

※2 現在の環境基準における時間帯区分
・時間帯 昼間：6時～22時、夜間：22時～6時

※3 アセス時の時間帯区分
・ №6 朝：6時～8時、昼：8～18時、夕：18～22時、夜：22～6時
・ №7～9 朝：6時～8時、昼：8～18時、夕：18～21時、夜：21～6時

測定地点
（＝アセス時予測評価地点）

7

8

9

笠間 PA

美野里 PA

友部 SA

岩間

友部IC

桜川筑西IC

笠間西IC

7

8 9



５．本事業の取組み お客さまに配慮した道路空間の提供

逆光防止対策標識の一例 セラミックメタルハライドランプ

◆ 北関東自動車道は東西を横断する道路であり朝夕に逆光となるため、逆光時でも見えやすい『逆光防止対策標識』を採用し、

走行時の視認性向上を図った。

◆ トンネル入口照明には太陽光に近い自然な色再現で視認性が良く、消費電力も少ない『セラミックメタルハライドランプ』を採用し、

走行時の視認性向上とＣＯ２の削減を図った。

◇ 路線が主に東西に通っている
当該区間では、逆光防止対策
が重要視され、試行的に逆光
防止対策標識を採用した。

◇試行結果を踏まえ、NEXCO
設計要領において H22 7の

高圧ナトリウムランプ

セラミックメタルハライドランプ
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設計要領において、H22.7の
改正時に、逆光対策について
必要に応じて検討するよう
記載された。

・太陽光に近い色再現で
視認性が良い

・消費電力も少ない

◇ 北関東道の太田桐生～岩舟ＪＣＴ間の６ＴＮの入口照明では、従来の
「高圧ナトリウムランプ」に比べ、太陽光に近い自然な色再現で視認性
が良く、消費電力も少ない「セラミックメタルハライドランプ」を採用した。

◇ 「セラミックメタルハライドランプ」は、H21.2山陰道のＴＮにおける試験
施工を経て、H21.7 NEXCO設計要領に規定化された。

◇現在では、NEXCO設計要領でＴＮ内の照明に「ＬＥＤ」の選択肢が追加
され、更なる消費電力削減に向けた取り組みを行っている。

朝夕の逆光時でも
見えやすい

逆光時には背面の太陽光が
通過することにより白色部が
見えやすくなる。

反射シートの文字や矢印等
の白色部に穴あけ加工を施す。



◆ 北関東道で最後に開通した足利ＩＣは、太陽光発電による自然エネルギーの活用や省エネルギー設備を積極的に取り入れた、

環境にやさしい“ecoインター”として整備された。同等規模のＩＣに比べ、Ｈ２４年度では約１０ ｔ/年のＣＯ２を削減している。

◆ “ecoインター”はＨ２２年度に初めて導入され、現在１７箇所が供用しており、今後建設されるＩＣでも導入を予定している。

５．本事業の取組み 環境にやさしい “ecoインター”の整備

ＬＥＤの内照標識を使用

eco標識

ハロゲンランプから、
ＬＥＤランプに変更

LED信号灯

ＬＥＤユニット（省エネ
タイプ）を使用

eco情報板

高圧ナトリウムランプから、
高効率なセラミックメタル
ハライドランプに変更

eco道路照明

５ ｋＷの太陽光発電

太陽光発電 ◇ “ecoインター”は太陽光発電に
よる「自然エネルギーの活用」や
「省エネルギー設備」を積極的に
取り入れたＩＣ

◇ 足利ＩＣはH23.3.19に供用し、
NEXCO東日本で２番目の“eco
インター”

◇ 道路照明はＨ21.7設計要領に
規定化されたセラミックメタルハラ

蛍光灯から、高効率な
セラミックメタルハライド
ランプに変更

ecoゲート照明

屋根に遮熱塗装を施し、夏場
の室内温度上昇を抑制

遮熱塗装

天井や壁の断熱材を
増量し冷暖房効率向上

断熱材

ＬＥＤ照明や高効率
ランプを使用

eco照明

複層窓ガラスで
冷暖房効率向上

複層ガラスサッシ
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足利ＩＣのＣＯ2削減量※
：約１０ t/年

※：レーン数・附帯施設などを基に同等規模のＩＣと比較

規定化されたセラミックメタルハラ
イドランプをいち早く取り入れた。
現在ではＬＥＤが選択可能となり、
更なる省エネルギー化に努めている。

◇ 北関東道では最後に開通した
足利ＩＣのみであるが、以降に供用
したＩＣは“ecoインター”として整備
され、現在１７箇所が供用中

◇ 今後建設されるＩＣにおいても“eco
インター”の整備を予定

約１０ ｔ/年のＣＯ２量は、
約０．９ha（9400m2）の
樹林が１年間に吸収する
ＣＯ２量に相当

CO2



◆ 北関東道等の利用促進として地域と連携した企画割引を実施。

◆ 平成２４年度企画割引の利用内訳を検証した結果、北関東道の利用割合が低かったため、平成２５年度は、より北関東道の利用

に特化した内容に変更し実施。来年度以降も検証を行いつつ、より効果的な企画割引の実施を検討していく。

商品名 北関・磐越ぐるっとパス（Ｈ24春期・秋期） 北関東オーライパス（Ｈ25秋期）

概 要

・北関東全線開通１周年を記念して、ループを形成する茨城・栃木・
群馬・新潟・福島の５県と連携して高速道路の利用促進のため実施

・定額で周遊エリア内が乗り降り自由
・首都圏からの往復がセットになった首都圏出発プランも販売

・北関東道沿線の茨城・栃木・群馬の３県と連携して高速道路の
利用促進のため実施

・定額で周遊エリア内が乗り降り自由
・首都圏からの往復がセットになった首都圏出発プランも販売

≪地域と連携した優待特典等≫
・沿線の観光施設で入館料割引等

６．利用促進の取組み 企画割引

の優待サービス
・E-NEXCO passでご利用の方に
E-NEXCOポイントをプレゼント

≪地域と連携した優待特典等≫
・沿線の観光施設で入館料割引等の
優待サービス

・漫遊いばらきスタンプラリーに応募する
とＷチャンスでドラ割限定プレゼントが
当たる

・周遊エリア内のＳＡ・ＰＡでコーヒー１杯
無料等の優待サービス

・E-NEXCO passでご利用の方に
E-NEXCOポイントをプレゼント
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≪企画割引の利用内訳≫

北関東道利用

１２％

その他

８８％

Ｎ＝9,097件



７．評価結果及び今後の対応方針（案）

（1）費用対効果の算定基礎となった要因

（２）事業効果の発現状況

◆ 事業費は計画と比べ、合計で５１２億円減少した。この要因は、トンネル掘削工法の見直し、埋蔵文化財
調査範囲等の見直し等により減額したことによるものである。

◆ 事業期間は、計画に対し最大で約２年短縮された。この要因は、用地収用に係る期間の短縮、地元協議
による新たな土運搬経路の確保によるものである。

◆ 実績交通量は約２５,０００台/日で、計画交通量２１,７００台/日に対し約１．１倍であり、ほぼ計画通りで
ある。

（３）対応方針（案）

◆ 当該区間の開通により、所要時間短縮、交通事故減少、広域的なネットワーク拡充による迂回路機能の
発揮、災害時における代替路機能の発揮、観光周遊ルートの形成、高次救急医療機関へのアクセス向
上の整備効果が発現されていることを確認。

◆また、地域の方々が当該区間の建設段階から地域づくりに取り組んだ結果として、工場や大型小売店が
立地するなどの効果も発現されている。

◆ 所要時間短縮、交通事故減少、広域的なネットワークの形成、地域活性化への支援など、様々な整備
効果が発現されており、更なる事後評価は特段必要ないものと考える。

◆ 引き続き地域と一体となった利用促進に努めていく。
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（４）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

◆ 本事業で得られた事業の効果や本事業への取組み、事業による環境保全などの結果を蓄積することに
より、今後の事業に活用していく。

◆ 事後評価の結果、同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性はないと思われる。
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